
国際ロータリー第 2550 地区 

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：荒牧明二 幹  事：安藤讓治 
事務局：食健サロンゑゑ塩梅 
    代表 安藤讓治 
   〒325-0055 那須塩原市宮町2-8 
   TEL:0287-73-5101・FAX:0287-73-5102 
   E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com 
例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
             12:30 – 13:30 
    割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2954回 荒牧年度第23回例会会報 2022-3-30 司会村山茂君 

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  ─ （出席規定の免除会員数6名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 3月30日 36（6） ─（─） ─（─） ─ 

前回 3月16日 36（6） ─（─） ─（─） ─ ─ ─ 

 
国際ロータリー会長：シェカール・メータ 
第 2550 地区ガバナー： 石田順一 
事務所：〒321-0945 宇都宮市宿郷5-21-15 
      ベルヴィ宇都宮内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
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 会長挨拶 荒牧明二会長 

 皆さんこんばんは、春のシンボルと言えば桜で
す。桜を眺めながら楽しむお花見も、春の行楽で
は定番中の定番です。 

 お花見を鑑賞するルーツと言える出来事は、奈
良時代には花と言えば梅の花を指し「万葉集」に
は梅の花が約120首歌われ、桜の花は約40首歌
われずいぶん梅の人気がありました。 

 ちなみに当時は、遣唐使往来の影響により中国
文化の珍しい花として桜より梅を呼んだ歌が多
かったようです。 

 大宰府天満宮の長官だった大友旅人が客人を
招いて「梅花の宴」を開いたのが始まりと言われ
ています。 

 天皇や貴族と言った上流階級の人たちの花鳥
風月を詠む文化がすでにあり、それが今に繋が
る花見の起源の一つと考えられています。 

 平安時代になりますと、人気は逆転し、梅を詠
んだ歌が約30首に対し、桜の歌が約60首で、桜
が注目されるようになり、「古今和歌集」には、有
原業平が詠んだ有名な「世の中に たえて桜の 
なかりせば 春の心は のどけからまし」の歌をは
じめ、桜の歌が多く残されています。 

 平安初期の歴史書「日本後紀」には、812年「花
宴之節（かえんのせち）を催したと記されてありま
す。これが最古の「桜の花見」だと言われていま
す。 

 京都御所の「左近の桜」は、平安京遷都の折は
もともと「左近の梅」でしたが、数十年後に枯れて
しまい、その際に桜を植え替えられ現代に至って
いるそうです。 

 武士の時代になっても変わらず定着し、源頼朝、
足利将軍家など武家社会の有力者も花見を行
なったと伝えられています。中でも戦国武将の豊
臣秀吉は1598年春に京都の醍醐寺で、畿内から
集めた700本もの桜を植え、秀頼や北の政所、諸
大名やその妻を招いて、「醍醐の花見」行い
1,300人以上が参加し、「吉野の花見」では、
5,000人以上が参加、豪華な花見を催したそうで
す。  

 一説には「風流な歌会」から「桜とともに宴会を
楽しむ」形に変わるきっかけになったとも言われ
ています。一方、農民たちのたちの間では古くか
ら、桜の開花が作業を始める時期の目安となり、
桜の咲く時期や花の向きで豊作・凶作を占うなど、
豊作祈願の神事として桜を見てきたといわれます。 

 「種まき桜」と呼ばれる山形県南陽市の樹齢
1,200年の「草岡の大明神ザクラ」や、桜の開花
を待って里人が苗代の準備を始めたことからその
名がついたと言う岐阜県下呂市の「苗代桜」など、
農作に由来するあだ名を持つ桜の名木が全国に
存在します。 

 時代が下り江戸時代になると、農作ではなく都
市部に住む町民が増加、庶民文化も豊かになり、
その中で酒盛りとしての花見も広がっていったよ
うです。 

 その後、江戸幕府8代将軍の徳川吉宗は、隅田
川堤や御殿山、飛鳥山といった江戸の各地を「お
花見名所」として整備。この頃には桜の下に幕を
張る「場所取り」もすでに行われていたとあります。 
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幹事報告 安藤譲治幹事 

委員会報告 稲垣政一副会長 

ニコニコボックス委員会 
瀧田雅仁委員長 

また、この頃には植木屋の品種改良により観賞
用品種が多く生み出され、江戸時代末期には「ソ
メイヨシノ」 が誕生。明治時代以降、全国に広
がって行きました。 

 今では定番となった花見ですが。歴史を知るこ
とで、いつも見ている桜より深く味わうことが出来
ると思います。 

 思想家の内村鑑三は、花の本当の美しさを知る
為には、上から見なければならない、と論じてい
ます。理由は、「草木は人に見られようとして咲く
のではない。生命の源である太陽に向かって、あ
たかもその恩に報いるように花を開くからだ」と、
そして、それは花だけではなく、人も同様であると。
人生の真実の輝きは、周囲の評判よりも、支えて
もらった恩に報いる中にあるだろう。と述べていま
す。 

 忙しい毎日ですが、桜をゆっくりと鑑賞できるひ
と時を持ちたいものです。今日は、コロナを忘れ
時間のゆるすかぎり大いに飲みましょう。 

 以上で会長挨拶を終わります。有難うございま
した。 

 ガバナー事務所より、日台親善会議福岡大会
の案内が届いています。 

  参加されたい方は申し出て下さい。 

 ガバナー事務所より、財団室ニュースが届い
ています。藤﨑善隆ロータリー財団委員長に
転送いたしました。 

  

〇髙木慶一ゴルフ愛好会会長 

該当無 

観 桜 会 

会長挨拶 荒牧明二会長 

 荒牧年度第2回ゴルフ大会を4月30日（土）那須
ゴルフ倶楽部で開催いたします。 

 詳細はメールでお送りいたします。日程に入れ
ておいてください。 
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委員長挨拶 片田航介親睦委員長 

乾杯 稲垣政一副会長 
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次回例会  令和4年4月6日  担当 会長 クラブ協議会 

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日 

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105 

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

3月30日  
次回例会にて発表 

前回3月16日分メークアップ(敬称略) 
理事会決定によりオンライン例会は全員出
席扱いになります。 

会報委員会：吉光寺政雄・鳥居輝一・髙木慶一・瀧田雅仁・藤﨑善隆 

中締め 大島三千三直前会長 

ハープ演奏 高久美穂様 


